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　ルッキズム、最近よく耳にする言葉である。見

た目でその人を評価し、それが差別につながる

という批判で、「美人〇〇」とか「イケメン△△」

という表現が問題になるらしい。その背景を考え

てみると、その人の外見を美人だとかイケメンだ

と思う人が社会の大半であればこの表現が問題に

なるのか、はたまたそうでなくても批判の対象に

なるのだろうか。外見をどう感じるかは単に個人

の感覚であって、内面まで批判される謂れはない

ようにも思う。となると表明することそのものが

アウトなのかもしれない。

　ドラマや映画のキャスティングを考えてみる。

いわゆる人相の悪い「悪役商会」の人たちは、社

会の大半の人々が同じ印象を抱くからその役柄へ

の起用が成立している。清純そうな少女の役、い

かにも不倫しそうな女性の役、パワハラしそうな

男性上司の役、インテリジェンスが高そうな役な

どなど、どれをとっても社会の大半の人々が潜在

的に感じる印象を汲み取ってキャスティングして

いるはずである。ある役柄に選ばれなかったから

といって「差別だ！」と主張する俳優さんはいな

いと思う。

　そもそも人々は初対面の人に対し、意識するし

ないに関わらず、まずは外見に対しなんらかの印

象を持つ。会う前に何らかの情報を得ていた場合

でも頭の中にぼんやりとした印象を形成している

と思う。そして実際に会って言葉を交わしながら、

あるいはしぐさや表情をみながら、場合によって

はそこはかとなく香ってくる匂いまで自分の印象

に影響を与えるだろう。そのように印象が徐々に

固まっていくことを、野矢茂樹は『相貌』という

言葉を使って「相貌が立ち現われる」と表現して

いる。『相貌』の形成過程で、ルッキズム的判断

の影響は除外しえないのではないだろうか。

　進化の上で人間の強みは集団で行動できること

だという。原始の時代においては自身の属する集

団以外の人と接触する場合、まずは警戒しつつ外

見から判断していたと思う。そしてコミュニケー

ションを通して警戒を解くか、ますます強めるか、

次のステップに移る。ルッキズム的判断はいわゆ

る直観に基づくもので、人間の本能と切っても切

り離せないものなのだろう。

　髪を染める、歯の矯正をする、髭を伸ばす、脱

毛サロンに通うなどなど。服のセンスはどうなん

だろう。トランプ元大統領の綺麗に揃った白すぎ

る歯も気になるが、アメリカ社会で出世するには

歯並びや歯の白さは重要な要素らしい。サルトル

のアンガージュマン的には、このような行動を実

際にとるということはほんの少しルッキズムを肯

定していることになるんだろうか。

　ルッキズムをベースとした批判は、ハラスメン

トとも表現される。最近、テレビなどでは女性に

対するハラスメントはかなり気をつけられている

が、一方で中年男性を弄って笑いをとる場面はま

だまだ見られる。場合によっては本人自身が自虐

的にそれを笑いにしている場面も目にするが、そ

れが外見に関するものならばこれもいわゆるルッ

キズムだとも言える。
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ルッキズムにも
ほどがある！
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　ルッキズム以外にも、声に関するボイシズム、

匂いに関するスメリズムという言葉もあるらし

い。美の基準に普遍なものはなく時代や場所に

よって異なるのであれば「ルッキズムにもほどが

ある！」と小さく叫びたい。いずれにせよもう少

し寛容な世の中になって欲しいものである。

参考資料

中森明夫　麻生失言ってルッキズム？

 産経新聞 令和 6 年 3 月 3 日

野矢茂樹　語りえぬものを語る　講談社　2011 年

日医 FAX ニュース日医 FAX ニュース
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